
広報いの7

　弾道ミサイルが日本に飛来する可能性があると判断した場合には、政府は、Ｊアラート（全国瞬時警報シス
テム）を使用し、緊急情報を伝達します。
　その場合、町内全域の防災行政無線が自動起動し特別なサイレン音とともにメッセージを流すほか、政府か
ら携帯電話やスマートフォンにエリアメール・緊急速報メールが配信されます。

弾道ミサイル落下時の行動について

■ 屋外にいる場合
　できる限り頑丈な建物や地下に避難する。
※地下：地下街や地下駅舎などの地下施設

■ 周囲に建物がない場合
　物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。

■ 屋内にいる場合
　窓から離れるか、窓のない部屋に移動する。

■ 落下物を発見した場合
　落下物と思われる不審なものを発見した場合は、直ちに消防・警察に連絡して、決して近づかないでください。

■ Ｊアラートの伝達
　弾道ミサイルが日本に飛来する可能性があると判断した場合に、まず、弾道ミサイルが発射された旨の情報
を伝達し、避難を呼びかけます。 屋外にいる場合は、近くの鉄筋コンクリート等の頑丈な建物や地下（地下街
や地下駅舎などの地下施設）に避難してください。

■ 弾道ミサイルが日本の領土・領海に落下する可能性があると判断した場合
　続報として直ちに避難することを呼びかけます。屋外にいる場合には、直ちに近くの頑丈な建物や地下に避
難してください。
　また、近くに適当な建物等がない場合は、物陰に身を隠すか地面に伏せ頭部を守ってください。
　なお、屋内にいる場合には、できるだけ窓から離れ、できれば窓のない部屋へ移動してください。
　その後、弾道ミサイルが日本の領土・領海に落下したと推定された場合には落下場所等についてお知らせし
ます。続報を伝達しますので、引き続き屋内に避難していてください。

■ 日本の上空を通過した場合、日本まで飛来せず、領海外の海域に落下した場合
　その旨を続報としてお知らせします。 
※詳細は内閣官房　国民保護ポータルサイトでも確認できます。
　http://www.kokuminhogo.go.jp/shiryou/hogo_manual.html

基本的な避難行動は？


